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「
結
婚
し
ま
し
た
」「
初
孫
が

生
ま
れ
た
」「
結
婚
10
周
年
記
念
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
記
念
・
思
い

出
に
あ
な
た
の
花
火
を
あ
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。
一
口
１
万
円
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
申
し
込
ま
れ
た
方

は
当
日
、
会
場
放
送
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

・
３
号
早
打
ち

４
万
円

・
４
号
早
打
ち

５
万
円

・
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
し
ゃ
く
玉

10
万
円

７
月
31
日
�

※
花
火
に
限
ら
ず
「
遊
海
し
ん
ち
」

へ
の
協
賛
は
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

�
役
場
産
業
課

（
�
�
２
１
１
１
内
線
43
）

８
月
４
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

釣
師
浜
海
水
浴
場
北

１
チ
ー
ム
３
名
構
成

※
中
学
生
以
上
で
、
女
性
が
１

名
以
上
参
加
の
こ
と

※
１
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
は
、
代

表
者
を
含
め
て
４
名
ま
で

・
一
般
の
部
（
18
チ
ー
ム
）

・
飛
び
入
り
の
部
（
８
チ
ー
ム
）

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

・
一
般
の
部
　
所
定
の
用
紙
に

て
７
月
19
日
�
ま
で
に
新
地
公
民

館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
飛
び
入
り
の
部

当
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

�新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

ふ
る
さ
と
の
夏
を
満
喫
！ 

昭
和
56
年
７
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、３
ヵ
月
以
上
新
地
町
に

居
住
し
、
住
民
届
を
出
し
て
い
る
方
。

（
平
成
13
年
４
月
11
日
ま
で
に
転
入

届
を
出
し
て
い
る
方
）

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
は
、
選
挙
区
選
挙(

福
島
県
選

出
議
員
選
挙)

と
比
例
代
表
選
挙

(

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙)

の
２

通
り
の
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
は
、
ま
ず
候
補
者
個
人
の

名
前
を
記
入
す
る
選
挙
区
選
挙
、

次
に
政
党(

政
治
団
体)

等
の
名
称

や
略
称
、
又
は
候
補
者
個
人
の
名

前
を
記
入
す
る
比
例
代
表
選
挙
の

順
に
、
２
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
選
挙
か
ら
制
度
が
変
わ

る
比
例
代
表
選
挙(

非
拘
束
名
簿
式)

の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
６
月
５
日

号
の
広
報
し
ん
ち
に
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
、
７
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
投
票
所
に
お
出
か
け
の

際
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
、
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
当
日
、

投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

選
挙
の
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方

は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
学
業
、
親
族
の
結
婚
式

等
の
場
合(

自
宅
で
商
店
を
営
ん

で
い
る
方
も
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す)

。

②
投
票
区
の
区
域
外
に
出
か
け
た

り
、
滞
在
す
る
場
合(

家
族
旅
行

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
る
場

合
等
が
該
当
し
ま
す)

。

③
病
気
、
け
が
、
出
産
等
の
た
め

歩
行
が
困
難
で
あ
る
場
合
。

７
月
12
日
�
〜
28
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

役
場
住
民
室

※
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

今
回
の
選
挙
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
し
た
方
の
名
簿
を
次
の
日
程

で
縦
覧
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

７
月
12
日
�
・
13
日
�

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

役
場
住
民
室

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
一
定

の
用
件
に
該
当
す
る
方
は
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能

の
障
害
に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
２

級
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
害

に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
３
級
。

な
お
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
有

効
期
間
は
７
年
間(

平
成
10
年
５

月
31
日
以
前
は
４
年
間)

で
す
。

現
在
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
限
を
お
確
か

め
の
う
え
、
有
効
期
限
が
満
了
す

る
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

で
新
規
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

�
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
�
�
２
１
１
１
）

�



町
で
は
、
小
川
原
添
地
区
の
宅

地
１
区
画
を
次
の
と
お
り
分
譲
し

て
い
ま
す
。

新
地
町
小
川
字
原
添
15
ー
７

２
８
９．

12
㎡

（
約
88
坪
）

５，

６
５
６
千
円

（
坪
あ
た
り
６
４，

５
５
８
円
）

上
下
水
道
、
舗
装
道
路
、
排
水
路

①
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
建
築
す

る
た
め
に
、
宅
地
が
必
要
な
方

②
土
地
代
金
を
契
約
後
30
日
以

内
に
確
実
に
納
入
で
き
る
方

※
詳
し
い
分
譲
条
件
等
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
役
場
企
画
振
興
課

（
�
�
２
１
１
１
内
線
35
）

�

�
�

区画番号・面積・販売価格　※（13,615円／㎡、45,000円／坪）
区画番号 面　積（㎡） 面 積（坪） 価　格（円）
済 400.71 121.2
済 400.70 121.2
済 402.38 121.7
済 393.38 119.0
済 343.23 103.8
済 334.00 101.0
⑦ 345.76 104.6 4,707,522
⑧ 374.27 113.2 5,095,686
済 378.03 114.4
済 345.64 104.6

新地町
福島県相馬郡新地町福田字清水地内
２区画（104坪～113坪と広い区画です）
完備
都市計画区域内（用途地域は無指定）
①建築物の用途は、自己用の住宅であ

ること。
②購入後、３年以内に着工できる方。

ほか詳細は問い合わせを。
ＪＲ新地駅から、車で約４分。仙台ま
では電車で約５０分。
福田小学校まで２００ｍ、福田保育所
まで３００ｍ。

町営住宅 
緑地広場 

分譲住宅分譲住宅 分譲住宅 

⑦ 

分譲住宅分譲住宅 分譲住宅 

町営住宅駐車場町営住宅駐車場 町営住宅駐車場 

至国道６号線 県道　金山新地停車場線 至丸森 

町
道
　
中
里
閏
崎
線 

　　　　
　　三

　滝
　川
　

⑧ 

新地町関係の出演者を紹介します 

会期　平成13年７月７日（土）～９月30日（日） 
会場　須賀川市テクニカルリサーチガーデン内 

� ７月８日� 午後１時30分～
� ふれあいパーク内「大地の広場」
� 相馬よさこい盆唄などの曲に合わせて一

輪車の遊技を披露。

� ７月８日� 午後３時30分～
� ふれあいパーク内「ステージ」
� 一本つるぎといわれる「四方固舞」と三

本つるぎの「三剣舞」を披露。

� ７月８日� 午後４時～
� ふれあいパーク内「ステージ」
� 家庭劇「ハピバスディーツユー」の上演

と「よさこいソーラン」の踊り披露。

� ９月17日�
� 「アビニヨンの橋の上で」「おおブレネ

リ」「トロイカ」「線路は続くよどこまで
も」「会津磐梯山」などの合唱。

� ８月５日� 午前10時～10時30分
午後１時～１時30分
午後４時～４時30分

９月９日� 午前10時～10時30分
午後12時30分～１時
午後３時～３時30分

９月27日� 午前10時30分～11時
午後１時30分～２時
午後４時30分～５時

� からくり民話茶屋
� 相馬地方の昔話「骸骨の仇討」「カニの

ふんどし」の語り。

�

�



・
ホ
タ
ル
帰
る

赤
羽
礼
子

軍
の
指
定
食
堂
を
経
営
す
る
ト

メ
と
特
攻
隊
員
た
ち
の
姿
を
、
娘

礼
子
が
語
る
。
息
づ
ま
る
よ
う
な

状
況
の
な
か
、
日
本
人
は
ど
の
よ

う
な
行
動
を
し
た
の
か
。
映
画

「
ホ
タ
ル
」
の
実
録
。

・
一
笑
一
若
一
怒
一
老斎

藤
茂
太

世
間
の
眼
を
気
に
せ
ず
気
ま
ま

に
生
き
る
。
昨
日
と
違
う
今
日
を

生
き
る
。
毎
日
を
笑
顔
で
生
き
る
。

欲
張
ら
ず
60
％
主
義
で
よ
し
と
す

る
。
こ
れ
で
人
生
後
半
生
き
生
き

と
！

・
赤
い
月
　
　
　
　
な
か
に
し
礼

・
ス
イ
カ
の
丸
か
じ
り

東
海
林
さ
だ
お

・
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
か
た
ま
っ
た

と
き
に
開
く
本

・
世
界
の
一
流
品
大
図
鑑

・
海
の
釣
魚

・
ぶ
ど
う
畑
の
ア
オ
さ
ん

馬
場
の
ぼ
る

ア
オ
さ
ん
が
夢
で
見
た
ぶ
ど
う

畑
。
丘
の
上
へ
行
く
と
本
当
に
お

い
し
い
ぶ
ど
う
畑
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
日
み
ん
な
で
丘
の
上
へ
行
く

と
オ
オ
カ
ミ
が
い
じ
わ
る
を
し
て

ぶ
ど
う
畑
に
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

・
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
ひ
げ
を
つ
け
た

魔
女

橋
立
悦
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
魔
女
の
孫
に
あ

た
る
ナ
マ
ズ
魔
女
ス
ミ
ー
の
発
明

品
は
ひ
げ
７
コ
。
ひ
げ
を
つ
け
た

エ
ッ
ち
ゃ
ん
と
ジ
ン
の
大
冒
険
。

・
デ
イ
ジ
ー
と
う
ま
れ
た
た
ま
ご

・
お
う
ち
に
あ
る
も
の
ど
ん
な
も

の
・
ち
い
さ
な
魔
女
リ
ト
ラ

・
天
国
に
近
い
村

・
ふ
れ
あ
い
と
創
造
の
田
園
都
市

ま

ち

し
ん
ち

・
４
６
億
年
の
贈
り
も
の

・
ハ
ム
ナ
プ
ト
ラ

・
あ
そ
び
う
た
３
〜
５
歳
向

・
デ
ュ
エ
ッ
ト
ヒ
ッ
ト
曲
集

・
ハ
ー
ト
フ
ィ
ル
ド

レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア

・
リ
ス
ト
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番

フ
ジ
子
ヘ
ミ
ン
グ

・
ア
ケ
イ
シ
ャ

松
任
谷
由
実

・
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
　
浜
崎
あ
ゆ
み

・
Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

宇
多
田
ヒ
カ
ル

図
書
館
で
は
、
次
の
と
お
り

「
手
作
り
絵
本
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
世
界
に
ひ
と
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

絵
本
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
29
日
�

午
後
１
時
30
分
〜

町
図
書
館
視
聴
覚
室

新
地
小
学
校
教
諭

佐
藤
健
二
先
生

小
学
生
以
上

20
人

７
月
22
日
�

絵
の
具
一
式

�
町
図
書
館
（
�
�
５
０
３
１
）

・
レ
イ
ン
マ
ン

・
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅

・
オ
ズ
の
魔
法
使
　
ほ
か

館
内
に
七
夕
か
ざ
り
と
「
た
な

ば
た
こ
び
と
の
お
は
な
し
」
な
ど
、

七
夕
に
関
す
る
本
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
海
』
に
関
係
す
る
お
話
を
し
ま

す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

相
馬
地
方 

22

宵
祭
（
相
馬
市
長
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

〃

相
馬
藩
候
墓
前
祭
（
小
高
町
同
慶
寺
）

23

総
大
将
出
陣
式
（
相
馬
中
村
神
社
）

〃

北
郷
本
陣
祭
（
鹿
島
町
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
本
店
前
）

24

本
祭
り
、
神
旗
争
奪
戦
（
原
町
市
雲
雀
ヶ
原
祭
場
）

25

野
馬
懸
（
小
高
神
社
及
び
周
辺
）

７
月〃

鹿
島
町
右
田
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
（
鹿
島
町
）

８

第
７
回
ス
リ
ー
オ
ン
ス
リ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
相
馬
市
）

10

市
町
村
合
併
と
地
方
自
治
を
考
え
る
勉
強
会
（
飯
舘
村
）

15

鹿
島
町
長
杯
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
（
鹿
島
町
）

〃

う
つ
く
し
ま
未
来
博
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
相
馬
市
）

19

海
開
き
（

、
相
馬
市
原
釜
尾
浜
海
水
浴

場
、
小
高
町
村
上
海
水
浴
場
、
鹿
島
町
右
田
浜
海
水
浴
場
）

20

原
町
市
北
泉
海
水
浴
場
海
開
き

〃

健
康
福
祉
ま
つ
り
（
飯
舘
村
）

〃

ム
ー
ビ
ー
シ
ア
タ
ー
２
０
０
１
（
飯
舘
村
）

21
〜
22

は
や
ま
湖
森
と
湖
ま
つ
り
２
０
０
１
（
飯
舘
村
）

22

原
町
市
北
泉
海
浜
総
合
公
園
竣
工
式
（
原
町
市
）

23

松
川
浦
納
涼
大
会
（
相
馬
市
）

〃

盆
踊
り
パ
レ
ー
ド
（
原
町
市
）

〃

宵
乗
祭
行
列
、
浮
舟
小
唄
流
し
踊
り
（
小
高
町
）

24

火
祭
り
（
小
高
町
）

８
月〃

い
い
べ
し
た
港
ま
つ
り
（
相
馬
市
）

５

第
２
回
太
平
洋
夢
街
道
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｉ
Ｎ
原
町
（
原
町
市
）

12

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
１
Ｉ
Ｎ
相
双
（
原
町
市
）

14

町
民
盆
踊
り
大
会
・
花
火
大
会
（
鹿
島
町
）

〃

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
小
高
町
）

15
〜
16

相
馬
盆
踊
り
（
相
馬
市
）

18

三
笠
宮
杯
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
う
ほ
く
（
相
馬
市
）

18
〜
19

い
い
た
て
村
ま
つ
り
夏
の
陣
（
飯
舘
村
）

25
〜
26

釣
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
原
町
市
）

９
月１

〜
２

発
明
工
夫
展
・
家
庭
の
日
作
品
展
示
会
（
小
高
町
）

15

小
高
町
老
人
福
祉
大
会
（
小
高
町
）

16

う
つ
く
し
ま
未
来
博
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
相
馬
市
）

23

第
17
回
相
馬
市
芸
能
大
会
（
相
馬
市
）

30

第
７
回
松
川
浦
大
橋
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
相
馬
市
）

〃

れ
っ
つ
ご
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
飯
舘
村
）

�

12:

00

大
地
の
広
場
に
お
い
て

騎
馬
武
者
30
騎
に
よ
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
会
場
を
行

列
し
集
い
の
み
ず
う
み
を
通
り
特

設
会
場
地
に
移
動
。

14:

00

特
設
会
場（
駐
車
場
）に

お
い
て
鹿
島
中
学
生
に
よ
る
相
馬

流
れ
山
踊
り
を
披
露
い
た
し
ま
す
。

14:

30

そ
し
て
勇
壮
な
神
旗
争
奪

戦
を
特
設
会
場（
駐
車
場
）で
行
い

神
旗
花
火
は
15
発
打
ち
上
げ
ま
す
。

７
月
７
日
�
〜
９
日
�
ま
で
の

３
日
間
に
、
う
つ
く
し
ま
未
来

博
に
出
演
す
る
団
体
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

・
福
田
十
二
神
楽
保
存
会

・
藤
崎
劇
団

・
駒
ヶ
嶺
小
学
校
一
輪
車
ク
ラ
ブ

（
※
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

・
原
町
市
民
謡
連
合
会
の
相
馬
流

れ
山
、
民
俗
芸
能
等

・
原
町
市
合
同
大
正
琴
サ
ー
ク
ル

の
大
正
琴
演
奏

・
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
の
体

操
披
露

・
相
馬
民
謡
同
好
会
の
相
馬
民
謡

の
唄
と
踊
り

・
相
馬
太
極
拳
教
室
の
簡
化
太
極

出
演
日
　
　
　
市
町
村

７
月
７
日
�

原
町
市
・
飯
舘
村

相
馬
市
・
鹿
島
町

７
月
８
日
�

新
地
町
・
小
高
町

飯
舘
村
・
原
町
市

鹿
島
町

７
月
９
日
�

相
馬
市
・
飯
舘
村

鹿
島
町

拳
の
表
演

・
藤
乃
流
の
踊
り
と
唄
、
日
本
舞
、

現
代
舞
踊

・
新
日
本
舞
踊
村
井
流
相
竜
会
の

踊
り

・
相
馬
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の

女
性
合
唱

・
琴
伝
流
大
正
琴
福
華
会
の
大
正

琴
の
合
奏

・
相
馬
光
喜
会
の
古
来
か
ら
の
詩

詠
歌
、
剣
詩
舞

・
江
垂
祭
組
に
よ
る
獅
子
神
楽

・
真
野
小
学
校
児
童
の
万
葉
太
鼓

・
鹿
島
中
学
生
の
相
馬
流
れ
山
踊
り

・
小
池
獅
子
踊
り
の
披
露

）

・
小
高
町
民
舞
踊
研
究
会
の
相
馬

流
れ
山
踊
り

・
村
上
田
植
え
踊
り
保
存
会
の
田

植
え
踊
り

・
虎
捕
太
鼓
の
創
作
太
鼓

・
小
宮
民
俗
芸
能
保
存
会
の
小
宮

の
田
植
え
踊
り

・
は
な
づ
か
太
鼓
の
創
作
太
鼓

・
飯
舘
村
民
謡
同
好
会
の
民
謡

・
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱

・
藤
山
新
流
一
葉
会
の
歌
謡
曲
に

合
わ
せ
た
創
作
民
舞

・
伊
丹
沢
友
扇
会
の
岸
壁
の
母
を

披
露

�



10
日
�

浜
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

12
日
�

福
田
保
育
所

新
地
保
育
所

２
日
〜
６
日
ま
で
各
保
育
所

が
交
代
で
特
老
に
行
き
ま
す
。

19
日
�

各
保
育
所

27
日
�

各
保
育
所

午
後
６
時
30
分
〜

10
日
�
・
16
日
�

新
地
保
育
所

「
わ
ー
！
き
ょ
う
の
ケ
ー
キ
も

お
い
し
そ
う
」
と
子
ど
も
た
ち
の

声
。
き
ょ
う
は
保
育
所
の
誕
生
会
。

お
や
つ
は
、
各
組
ご
と
き
れ
い
に

飾
ら
れ
た
手
作
り
ケ
ー
キ
で
す
。

食
べ
て
し
ま
う
の
が
も
っ
た
い
な

い
く
ら
い
。
で
も
、
み
ん
な
残
さ

ず
あ
っ
と
い
う
ま
に
食
べ
て
し
ま

い
ま
す
。

保
育
所
の
給
食
は
、
乳
児
か
ら

６
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
の
子
ど

も
た
ち
に
あ
わ
せ
、
栄
養
面
は
勿

論
の
こ
と
、
同
じ
献
立
で
も
調
理

方
法
や
盛
り
付
け
な
ど
も
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
月
の
誕

生
会
は
季
節
感
を
と
り
入
れ
た
豪

華
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

《
誕
生
会
の
メ
ニ
ュ
ー
例
》

・
こ
い
の
ぼ
り
バ
ー
グ

・
七
夕
そ
う
め
ん

・
お
は
ぎ

・
ケ
ー
キ
寿
司

・
鬼
さ
ん
ラ
ン
チ

な
ど

担
任
と
お
寿
司
や
さ
ん
ご
っ
こ

の
ま
ま
ご
と
遊
び
を
し
て
い
る
時

さ
す
が
Ｔ
君
、
お
か
あ
さ
ん
が
回

転
寿
司
で
働
い
て
い
る
も
の
ね
！

「
家
で
は
あ
ん
ま
り
食
べ
な
い

ん
で
す
よ
」「
好
き
嫌
い
が
多
く

て
困
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
お
母

さ
ん
の
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

兄
弟
も
少
な
く
、
核
家
族
も
増
え

大
勢
で
食
事
す
る
と
い
う
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
せ
い
で

し
ょ
う
か
、
食
べ
る
こ
と
に
意
欲

の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

「
ニ
ン
ジ
ン
を
食
べ
る
と
ほ
っ

ぺ
が
つ
る
つ
る
に
な
る
よ
」「
牛
乳

を
飲
む
と
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
（
テ
レ

ビ
の
ヒ
ー
ロ
ー
）
み
た
い
に
強
く

な
る
よ
」

小
食
な
子
や
好
き
嫌
い
の
あ
る

子
に
は
、
そ
ば
に
い
て
声
を
か
け
、

少
し
で
も
食
べ
た
ら
ほ
め
て
や
り

ま
す
。
す
る
と
他
の
子
も
真
似
を

し
て
「
先
生
！
僕
も
全
部
食
べ
た

よ
」「
ほ
っ
ぺ
、
つ
る
つ
る
に
な
っ

た
？
」
な
ど
と
言
っ
て
少
し
づ
つ

食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

年
に
何
回
か
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で

大
き
い
組
か
ら
小
さ
い
組
ま
で
一

緒
の
バ
イ
キ
ン
グ
も
し
て
い
ま
す
。

好
き
な
ご
ち
そ
う
を
好
き
な
だ
け

食
べ
ら
れ
る
と
あ
っ
て
大
喜
び
の

子
ど
も
た
ち
。

年
長
組
で
は
ク
ッ
キ
ー
作
り
も

し
て
い
ま
す
。「
私
の
作
っ
た
ク
ッ

キ
ー
だ
！
」
焼
き
上
が
っ
た
ク
ッ

キ
ー
を
見
て
満
足
そ
う
。
小
さ
い

組
の
お
友
達
に
も
分
け
て
あ
げ
ま

す
。み

ん
な
で
食
べ
る
と
楽
し
い
給

食
。
今
年
は
ど
ん
な
お
い
し
い
ご

ち
そ
う
が
で
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

食
中
毒
は
６
月
〜
10
月
ま
で
の

間
に
、
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
７
〜
９
月
の
３
カ
月

は
、
細
菌
に
と
っ
て
増
え
や
す
い

環
境
に
な
り
ま
す
。
夏
場
は
冷
た

い
も
の
が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る

た
め
、
加
熱
せ
ず
に
食
べ
る
機
会

が
多
い
こ
と
や
暑
さ
で
私
た
ち
の

か
ら
だ
も
弱
り
、
抵
抗
力
が
衰
え

が
ち
で
あ
る
こ
と
も
影
響
し
、
食

中
毒
が
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
す
。

食
中
毒
の
80
％
〜
90
％
は
細
菌

性
食
中
毒
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ

の
中
で
も
発
生
件
数
、
発
生
患
者

数
と
も
に
多
い
の
は
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
で
す
。
私
た
ち
の
周
り
に
は
、

河
川
や
下
水
、
ヘ
ビ
、
カ
メ
、
家

畜
、
イ
ヌ
、
ネ
コ
、
小
鳥
な
ど
、

驚
く
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
が
い
ま
す
。
こ
の
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
は
、
動
物
で
は
病
気
を
起
こ

し
ま
せ
ん
が
、
人
の
場
合
は
腸
の

中
で
増
殖
し
て
急
性
の
胃
腸
炎
を

起
こ
し
ま
す
。
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
、
食
中
毒
は
発
生
し
ま
す
。

《
食
品
が
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に
汚
染

さ
れ
る
原
因
》

①
に
わ
と
り
が
保
菌
し
て
い
る
サ

ル
モ
ネ
ラ
菌
が
卵
の
殻
に
つ
い
て

中
に
し
の
び
こ
む
。

②
牛
、
豚
、
に
わ
と
り
な
ど
の
腸

内
に
い
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
が
、
肉

や
肉
製
品
に
つ
く
。

Hello Shinchi!
This month I’m going to go back to Canada. Many people are asking
me, “What are you going to do in Canada?”Well, I have some ideas,
but nothing’s for sure right now.
For me that’s just fine. I think it’s important to have a goal or a dream.
But you should be open about how you get there. There is more than
one way of doing things.
My idea right now is look for a job in Canada. I would like to work in
an international company. I want to use my language ability. I can speak
German and Japanese. I hope my Japanese doesn’t sound too much
like Shinchi-ben. Another idea is to find work with the Canadian For-
eign Ministry. This would be another good chance to use and improve
my language skills.
Either way, I think I might only work in Canada for one or two years.
Then I want to live somewhere else in the world, like China or East-
ern Europe (Poland, Hungary, etc.) Why? Well, I’ve lived in Germany
and Japan. They are different from Canada, but both are rich, well-
developed countries. I’m interested in China and Eastern Europe
because they have changed a lot in recent years. For example: from
communism to capitalism. It’s a very exciting time and I really want
to see it for myself.
As for the goal in life, my dream, I think you already know. I want to
be a writer

（和訳は15ページ）

③
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
よ
っ
て
食
品
が

汚
染
さ
れ
る
。

④
食
品
工
場
で
食
品
の
取
り
扱
い

が
悪
く
て
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
が
食
品

に
つ
く
。

《
症
状
》
腹
痛
、
下
痢
、
発
熱

《
予
防
》
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
熱
に

弱
い
の
で
、
よ
く
加
熱
調
理
し
ま

し
ょ
う
。
器
具
の
管
理
、
ゴ
キ
ブ

リ
や
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
、
ペ
ッ
ト
を

台
所
に
入
れ
な
い
な
ど
の
注
意
も

大
切
で
す
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
ア
ジ
、
サ

バ
、
イ
カ
、
タ
コ
、
貝
類
な
ど
近

海
産
の
魚
介
類
に
菌
が
つ
い
て
い

ま
す
。
夏
場
は
海
水
温
が
上
が
り
、

海
水
中
の
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
が
増
え

や
す
く
な
り
ま
す
。

《
症
状
》
激
し
い
腹
痛
、
下
痢
、

発
熱
、
吐
き
気

《
予
防
》
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
真
水

と
熱
に
弱
い
の
で
、
魚
介
類
は
流

水
で
よ
く
洗
い
、
夏
は
な
る
べ
く

生
食
を
避
け
る
こ
と
。
ま
な
板
、

包
丁
は
使
用
後
は
、
熱
湯
消
毒
、

乾
燥
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵

庫
は
常
に
10
℃
以
下
に
保
つ
よ
う

に
し
、特
に
生
も
の
は
、４
℃
以
下

で
保
存
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
調
理
前
、
調
理
中
は
小
ま
め
に

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
食
器
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど

は
熱
湯
消
毒
し
、
乾
燥
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

③
食
品
は
な
る
べ
く
加
熱
し
、
低

温
保
存
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
調
理
し
た
食
品
は
、
早
め
に
食

べ
ま
し
ょ
う
。

町では、家に閉じこもりがちの方や身体に
障害を持つ方を対象にリハビリの集いを開催
します。
� ７月～２月まで（月２回開催）
� 理学療法士による指導、創作活動等
� ７月18日�
�

町保健センター（��２０９６）

�

�



町
福
祉
協
議
会
が
毎
月
開
催
し
て

い
る
「
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
つ
ど

い
」
の
参
加
者
31
人
が
６
月
13
日
、

町
図
書
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
館
内
見
学
の
ほ
か
紙
芝

居
な
ど
も
行
わ
れ
、参
加
者
は「
初
め

て
図
書
館
に
来
た
が
、
読
み
た
い
本

が
い
っ
ぱ
あ
る
の
で
、
さ
っ
そ
く
利

用
カ
ー
ド
を
作
っ
て
本
を
借
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
た
く
さ
ん
利
用
し

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

�

「
第
６
回
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
６
月
22
日
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
民
約
80

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
個
人
戦
で
行
わ
れ
、

全
９
ホ
ー
ル
を
８
組
に
分
か
れ

て
プ
レ
ー
し
、
13
人
が
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
記
録
す
る
な
ど
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
勝
・
西
原
建
（
杉
目
）

▼
第
２
位
・
荒
孝
一
（
沢
口
）

▼
第
３
位
・
小
泉
キ
イ（
新
地
町
）

�

福田地区世代間交流会と駒ヶ嶺地区老人と婦
人の交流会が６月24日、新地地区世代間交流会
が７月１日に、勤労青少年ホームや公民館などで
行われました。

参加者はそれぞれ２００人を超え、老人クラブ
や婦人会の皆さんは、日ごろから練習した歌や踊
りを披露して楽しみました。

�

�

毎
年
恒
例
の
「
新
地
町
野
球
リ
ー

グ
」
が
６
月
３
日
、
選
手
や
関
係
者

な
ど
約
70
人
が
参
加
し
て
開
幕
し
ま

し
た
。

開
会
式
で
は
、
前
年
度
優
勝
の
Ｏ
Ｍ

ベ
ル
ズ
の
渡
辺
暁
選
手
が
宣
誓
。
星
薫

町
野
球
リ
ー
グ
会
長
の
始
球
式
で
、
熱

戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

リ
ー
グ
戦
は
、
参
加
７
チ
ー
ム
が
９

月
ま
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
尚
、

今
年
は
町
民
野
球
場
が
改
修
工
事
の

た
め
、
す
べ
て
の
試
合
が
新
地
高
等
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

�

町
が
推
進
し
て
い
る
花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
苗
の
仮
植
が
６
月
１
日
、

新
地
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

仮
植
し
た
の
は
地
域
の
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
新
地
高

校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
生
徒

16
人
で
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
約

３
千
本
を
１
本
づ
つ
丁
寧
に
育
苗

用
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
植
え
付
け

ま
し
た
。
７
月
初
旬
に
は
生
徒
と

地
域
の
方
々
が
協
力
し
て
学
校
周

辺
に
定
植
す
る
予
定
で
す
。

�

長
年
に
わ
た
り
竹
細
工
作
り
に
励

む
明
地
地
区
の
有
志
会
（
桜
井
修

代
表
・
５
人
）
が
５
月
24
日
、
子

供
た
ち
の
清
掃
活
動
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
手
作
り
の
竹
ぼ
う
き
を

福
田
小
学
校
に
贈
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
学
年
に
あ
わ
せ
て
大
小

６
本
の
竹
ぼ
う
き
を
作
り
、
桜
井
修

さ
ん
と
荒
昭
治
さ
ん
、
荒
孝
一
さ
ん

か
ら
６
年
生
の
荒
香
奈
枝
さ
ん
と
佐

藤
礼
菜
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た

�

第
17
回
町
消
防
団
消
防
操
法

競
技
大
会
が
５
月
27
日
、
農
協

低
温
倉
庫
前
で
行
わ
れ
参
加
し

た
団
員
た
ち
は
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
分
団
第
２
部
（
駒
ヶ
嶺
／

鈴
木
省
一
・
寺
島
義
則
・
大
須

賀
正
巳
・
長
澤
峰
之
・
三
浦
真

二
・
寺
島
光
一
）

第
３
分
団
第
10
部
（
埒
浜
／
荒

秀
樹
・
門
馬
拓
・
長
塚
智
記
・

荒
保
・
門
馬
則
行
）

�



（子供） （親） （地区）
亜
あ

聡
さと

高橋　治・美洋子 新地町

祐
ゆう

貴
き

小泉貴美男・佳代 中　島

友
ゆう

誠
せい

小野健一・恵　子 小　川

圭
けい

太
た

今野　勉・幸　恵 新地町

優
ゆう

希
き

佐藤伸吾・良　子 新地町

翔
しょう

泉沢　武・暁　美 杉　目

陽
ひな

太
た

荒　　誠・由紀子 明　地

優
ゆう

作
さく

星　博文・友　美 藤　崎

美
み

祐
ゆ

荒　秀明・純　子 作　田

玲
れ

菜
な

五十嵐透・幸　子 大山田

乃
の

亜
あ

鈴木康浩・かおり 中　里

一
いっ

航
こう

加藤　武・佳良子 新地町

汰
たい

成
せい

高橋正志・由美 小　川

（死亡者） （年齢） （地区）
阿部　ヨネ ８６歳 駒ヶ嶺町
寺島　和子 ６９歳 城　内
寺島　金藏 ８０歳 大戸浜
林　　テル ８３歳 上真弓
荒　　幸喜 ７０歳 今　神
目黒　良雄 ８７歳 中　島
佐々木章吾 ９１歳 釣　師
目黒　カネ ８９歳 富　倉
仲井千代子 ３９歳 新地町

（平成１３年４月２１日～平成１３年５月２０日届出）

・
故
石
田
正
藏
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
石
田
初
男
さ
ん
（
小
川
）
よ

り
30
万
円

・
故
水
戸
き
よ
子
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
水
戸
弘
さ
ん
（
新
地
町
）

よ
り
10
万
円
／
故
伊
藤
ウ
ン
さ
ん

の
ご
遺
志
と
し
て
伊
藤
和
男
さ
ん

（
杉
目
）
よ
り
５
万
円

◎
寄
付

・
水
戸
弘
さ
ん
（
新
地
町
）
よ
り

５
万
円
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー
１
台
・

紙
オ
ム
ツ
７
袋
／
渡
辺
真
一
さ
ん

（
今
泉
）
よ
り
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

◎場所は保健センター

レ
１
台
／
郡
司
イ
ネ
さ
ん
（
山
元

町
）
よ
り
卵
１
５
０
個

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
コ
ー
ル
し
お
さ
い
15
人
よ
り

唄
／
荒
利
美
さ
ん（
中
里
）よ
り
手

作
り
楽
器
・
演
奏
／
特
老
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
福
田
・
新
地
・
駒
ヶ
嶺

の
女
性
の
皆
さ
ん
）
29
回
58
人
／

Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
９
回
19
人
／
レ
マ

ン
の
会
１
回
３
人
／
漁
協
婦
人
部

１
回
４
人
／
新
地
高
校
２
回
19

人
／
小
川
や
よ
い
会
１
回
11
人

ふれ
あいと

創造のまち

21
日

認
定
農
業
者
証
・
農
用
地
利
用
規

程
認
定
書
交
付
式
（
岡
）、
行
政
改

革
推
進
委
員
会

22
日

こ
と
ぶ
き
大
学
開
校
式

23
日

相
馬
方
部
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会
、
町

結
婚
相
談
協
力
員
会
議

24
日

第
51
回
相
馬
地
方
植
樹
祭
、
職
員

Ｏ
Ｂ
会
総
会
、
野
馬
追
監
査

25
日

入
札

26
日

町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

総
会

27
日

福
田
小
学
校
大
運
動
会
、
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会

28
日

相
馬
地
域
開
発
商
工
事
業
協
同
組
合

通
常
総
会
、
相
馬
港
湾
施
設
建
設
促

進
協
議
会
理
事
会
総
会

29
日

町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
、
し
ん

ち
福
祉
会
理
事
会
、
旧
駒
ヶ
嶺
小
学

校
施
設
懇
談
会

30
日

相
双
地
方
市
町
村
連
絡
会
議

31
日

相
馬
地
方
町
村
長
会
議

１
日

町
船
主
会
総
会

２
日

町
お
ど
り
会
総
会
、
第
５
回
町
民
の

翼
ポ
ト
マ
ッ
ク
の
会
総
会

３
日

富
倉
地
区
・
沢
口
地
区
運
動
会

４
日

真
野
ダ
ム
に
親
し
む
運
営
委
員
会

総
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
国
保

運
営
協
議
会

５
日

相
馬
新
地
地
区
小
学
校
体
育
大
会
、
相

馬
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
、
相
馬

港
利
用
促
進
協
議
会
理
事
会
・
総
会

６
日

入
札
、
松
く
い
虫
防
除
推
進
委
員
委

嘱
状
交
付
式
及
び
会
議
、
相
馬
地
区

警
察
官
友
の
会
総
会

８
日

議
会
定
例
会

11
日

農
業
委
員
会
委
員
辞
令
交
付
式
、
議

会
定
例
会
（
一
般
質
問
）

12
日

議
会
定
例
会
（
本
会
議
）

13
日

町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

14
日

土
地
改
良
懇
話
会
、
第
10
回
町

民
の
翼
ふ
う
せ
ん
の
会
総
会

15
日

課
長
会

16
日

新
地
漁
業
協
同
組
合
通
常
総
会

18
日

相
馬
・
原
町
地
区
更
生
保
護
婦

人
会
総
会

19
日

町
退
職
議
員
会
総
会

20
日

入
札

平
成
14
年
度
採
用
の
新
地
町

職
員
及
び
し
ん
ち
福
祉
会
職
員
を

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

一
般
事
務
・
若
干
名

看
護
士
　
・
若
干
名

介
護
職
員
・
若
干
名

（
勤
務
地
は
特
老
新
地

ホ
ー
ム
）

昭
和
55
年
４
月
２
日

〜
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

昭
和
46
年
４
月
２
日

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
二
十
歳
の
新
た
な
人
生
の
旅

立
ち
を
記
念
し
て
、
成
人
式
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

８
月
15
日
�

（
受
付
）
午
前
８
時
30
分
〜

（
式
典
）
午
前
９
時
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

町
内
在
住
又
は
、
町
内

出
身
で
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
昭

和
57
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
。

〜
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
。
看
護
士
は
そ
の
免
許
を
有
す

る
方
、
介
護
職
員
は
２
級
ヘ
ル
パ

ー
あ
る
い
は
介
護
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
方
、
又
は
、
平
成
14
年

３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
。

（
以
下
、
受
験
手
続
き
ま
で
町
職

員
・
福
祉
会
職
員
共
に
同
じ
）

９
月
16
日
�

午
前
９
時
〜
受
付

相
馬
共
同
福
祉
施
設

教
養
試
験
（
択
一
式
）

11
月
中
旬（
別
途
通
知
）

新
地
町
役
場

７
月
６
日
�
〜
８
月
10
日
�

郵
送
の
場
合
は
８
月
８
日
�

消
印
ま
で
有
効
。

①
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
提
出

先
は
役
場
総
務
課
ま
で
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
高
校
卒
程
度

又
は
、
し
ん
ち
福
祉
会
専
門
学
校

卒
程
度
（
看
護
又
は
介
護
の
い
ず

れ
か
を
表
記
）
試
験
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
80
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

�
役
場
総
務
課
（
�
内
線
15
）

� ７月18日�
午前10時～午後４時
※昼休みも実施します。

� 町保健センター
�

町保健センター
（��２０９６）

８
月
11
日
�
・
12
日
�

10
時
〜
12
時

輪
ゴ
ム
と
ヒ
モ
を
利
用
し
た
、
動
く

動
物
を
作
り
ま
す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
１

箱
・
丸
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の

空
き
カ
ッ
プ
・
乾
電
池
（
単
１
・
単

３
）
１
個
ず
つ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

13
時
30
分
〜15

時
30
分

筋
肉
番
付
イ
ラ
イ
ラ
棒
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
版
を
作
り
ま
す
。
ビ
ー
ル
瓶
の
ふ

た
１
個
・
乾
電
池
（
単
１
）
１
個
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の
親
子

各
部
門
親
子
30
名

無
料７

月
18
日
か
ら
電
話

に
よ
る
申
込
受
付

�
新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
�
�
４
７
２
２
）

青
少
年
健
全
育
成
の
一
環
と
し

て
「
第
５
回
少
年
の
主
張
大
会
」

を
行
い
ま
す
。
学
校
や
家
庭
、
社

会
、
友
だ
ち
と
の
こ
と
、
将
来
の
夢

な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
21
日
�

午
後
１
時
30
分
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

小
中
高
の
児
童
・
生
徒

１
人
５
分
以
内

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
程
度

７
月
12
日
�

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

相双保健所では、心の健康相談を次のとおり
行います。相談は無料で、秘密は厳守します。
� ７月13日� 午後２時～４時
� 保健センター
� 堅山貴志先生
�

保健センター（��２０９６）

�
新
地
公
民
館（
�
�
２
０
８
５
）



Ｈｅｌｌｏ　Ｓｈ
ｉｎｃｈｉ！

今月私はカナ
ダに帰ります。
たくさんの人々
が私に『カナダ
で何をするの？』
と尋ねます。い
ろいろと考えて
ますが、まだは
っきりはしてません。そのことはどうでもいいことです。目
的や夢を持つことは大切だと思います。でもどうやってそれ
を手に入れるか、あなたがたはいろいろとチャレンジすべき
です。いろいろと方法があります。

今の私の考えはカナダで仕事を見つけることです。国際
的な会社で働きたいです。私は自分の言葉の能力を使いた
いです。ドイツ語と日本語を話すことができます。私の日本
語が新地弁のように聞こえないことを望んでいます。他の考
えはカナダの外務省で仕事を見つけることです。このことは
私の言葉の技術を使い、改善するのに良い機会となるでし
ょう。

いずれにせよ、１年か２年はカナダで働くと思います。そ
れから世界のどこか他の所に住みたいです。中国か東ヨ－
ロッパ（ポ－ランド、ハンガリ－など）。なぜ？　私はドイツ
と日本に住んできました。カナダとは違いますが、両方の国
ともリッチで十分に発展した国です。私は中国や東ヨ－ロ
ッパに興味があります。なぜなら最近いろいろと変わってき
たからです。例えば共産主義から資本主義へと。エキサイ
トな時代であり自分でそれを見てみたいです。人生での私の
目標は、あなたたちが知ってるように作家になることです。

和訳：尚英中学校　松田勘太先生

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
譲
り
で
と
て
も
芸
達
者
な

子
で
す
。
21
世
紀
を
生
き
抜
く
、
強
く
や
さ

し
い
子
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。

春
愁
の
ま
丶
つ
い
て
来
し
写
生
会

斉
藤
　
清
子

春
蘭
の
鉢
に
も
和
紙
の
花
ば
か
ま

小
泉
　
　
淑

初
つ
ば
め
子
供
の
患
者
の
お
し
ゃ
べ
り
に

林
　
よ
し
子

つ
ば
く
う
の
背
す
り
飛
び
交
う
様
た
の
し

小
泉
　
房
子

新
緑
や
木
に
く
く
り
た
り
に
ぎ
り
め
し

高
橋
　
ト
ク

更
衣
制
服
似
合
ふ
子
の
笑
顔

野
地
せ
い
子

一
日
の
雨
に
ぼ
た
ん
の
み
な
終
る

斉
藤
と
も
子

檜
の
秀
ゆ
ら
り
と
つ
つ
む
夏
の
霧

加
藤
　
白
穂

ト
タ
ン
屋
根
音
も
は
げ
し
く
雷
雨
か
な

菅
野
　
二
郎

満
席
の
歌
手
一
団
の
五
月
晴

小
野
ト
メ
ヨ

鯉
跳
ね
て
水
輪
大
き
く
青
葉
風

佐
藤
　
芳
子

石
山
に
こ
ぞ
る
羅
漢
や
雷
響
く

代
光
　
富
峰

６
月
18
日
に

行
わ
れ
た
３
歳
児

健
診
で
、
虫
歯
０

（
ゼ
ロ
）
の
子
ど

も
は
21
人
中
７
人

で
し
た
。

○お仕事は？
☆山元町の介護施設アルカディアウェルで働いていま
す。在宅入浴が困難なお年寄りの入浴介助や一緒に歌
など歌っています
○趣味は？
☆ドライブが好きなので、休日には遠くまで買い物に
出かけています。また、カラオケやボーリングなども
好きです。
○理想の男性のタイプは？
☆優しくて頼りになる人で、芸能人で言うと窪塚洋介
くんです。
○将来の夢は？
☆お年寄りに信頼し
てもらえる介護士に
なりたいです。
○町に対して一言
☆世代間交流が深め
られるような施設や
行事が、もっといっ
ぱいあるといいです
ね。
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昨
年
開
催
さ
れ
た
町
チ
ビ
ッ
コ

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
「
福
田
小
パ
ワ
ー
ズ

（
荒
陽
平
君
、
内
藤
里
菜
さ
ん
、

荒
香
奈
枝
さ
ん
、
目
黒
梢
さ
ん
、

荒
舞
衣
さ
ん
）」
が
６
月
25
日
、

中
京
テ
レ
ビ
の
情
報
グ
ル
メ
番
組

「
ク
ス
ク
ス
」
の
取
材
を
受
け
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
番
組

は
、
県
内
で
は
放
送
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
子
供
た
ち
は
地
元
の
カ
レ
イ

を
使
っ
た
グ
ラ
タ
ン
「
釣
師
の
海

は
暑
い
よ
」を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

★



再生紙使用

�

��

ち

き
ゅう
にやさし

い

■
本
格
的
な
梅
雨
に
入
り
ま
し
た
。
毎
日
ジ

メ
ジ
メ
し
た
日
が
続
き
体
調
管
理
も
大
変
で

す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
食
中
毒
が
最
も
多

く
発
生
し
や
す
く
食
べ
物
に
も
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
過
ご
し
に
く
い

季
節
で
す
。
■
取
材
を
し
て
い
て
も
な
か
な

か
笑
顔
に
会
え
ま
せ
ん
。
何
と
な
く
皆
さ
ん

の
気
持
ち
も
晴
れ
な
い
よ
う
で
す
。
梅
雨
が

終
わ
れ
ば
夏
で
す
。
夏
と
い
え
ば
遊
海
し
ん

ち
！
今
年
も
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

（
晴
）

★
７
月
１
日
の
第
４
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
、
今
年
の
天
気
は
ど
う
で
し
た
か
？
（
こ

の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
と
き
は
大
会
２

日
前
）
３
年
連
続
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
担
当
者
が
変
わ
っ
た
の
で
今
年

は
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
も
、
当
日
取
材
に
い
き
ま
す
が
、
嫌

な
予
感
が
…
…

前
担
当
者
（
寺
）

福田小学校（持舘昭彦校長）の全校児童１１９人は栽培活動の一環として毎年行っている「サツ
マイモの苗植え」を６月11日、地域づくりに活躍している「根っ子の会（半沢敏郎会長）」と共
同で行いました。

児童たちは、根っ子の会が用意した８００本の苗を一列に並んで１本１本丁寧に植え付けまし
た。秋の収穫が楽しみですね。


